
まちづくり部会 

将来像 ⇒ 

部会のキャッチフレーズ ⇒ 

大きな方針 ⇒ 

重点的取り組み ⇒ 

町の良さ・資源 ⇒ 

たくさんの人がつどう元気なまち・わたり 

みんなが輝くまち・わたり 

○交流人口の増加を図る（荒浜地区、吉田東部地区での交流拠点の形成）

○定住人口の増加を図る（亘理地区、逢隈地区、吉田西部地区での住宅市街地の形成）

○交流人口・定住人口の増加を支えるハード・ソフト基盤の整備

・道路（東西避難道路、高速道路ＩＣ・ＳＩＣ）／公共ゾーン（医療・教育を含め）

・亘理の良さのＰＲ／協議会活動の活発化・他団体との連携（まちづくりの体制づくり）

○人も気候も暖かい（東北の湘南） ○四季がはっきりとしている

○地価が安い ○ベッドタウン ○平らな地形

○海／里／山がワンセット（魚／イチゴ・リンゴ・米／山菜）

○仙台と近い ○仙台空港が近い ○高速道路とＩＣ・ＳＩＣ

人口維持（10 年後でも 34,000 人）を目指す安定したまちづくり 

－ 持続可能なまちを支える基盤づくり － 

（案１） 

（案２） 

① 荒浜地区を中心にまず魅力づくり（交流拠点づくり）：まず集中投資

② 交流人口を増やす

（魅力的な土地だと思ってもらい、それを定住につなげる） 

③ 逢隈地区を中心に定住環境づくり（定住拠点づくり）

（全町的なにぎわいづくり、定住促進につなげる） 

④ まちづくり協議会の位置づけを明確化し、住民主体のまちづくり

第 3 回専門部会の検討結果 
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【大きな方針に対応した意見・アイディアの整理】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

交流拠点の形成 

（特に荒浜） 

【荒浜地区】 観光的要素を持った公園の整備 ●

◎

 三十三間堂遺跡公園化 ●

 阿武隈川河川敷を利用した運動公園の設置（パークゴルフ場、バーベキ

ューガーデン等）
●

 観光資源のひとつとして、町民手づくりの“動物園”（簡素な）整備

 荒浜の緑地帯に被災を思い出す山、丘の整備 ●

 つり堀等の観光公園（ひるづか周辺） ●

 スポーツ公園に合宿所を

 各種屋外スポーツの運動場の設置

【吉田東部地区】イチゴを核とした農業公園の整備 ●

 イチゴランド（産業部会） ●

 空農地を活用し市民農園化

住宅市街地の形成 

（特に逢隈） 

【定住を促進する住宅の供給】 ● ● ● ●

◎
 介護や子育てしやすい住宅の供給

 逢隈駅周辺地区の開発 ●

 高齢者を中心とするあき家の再利用（登録、一般募集して利用促進）

【住環境の向上】公園の整備 

 心のゆとりのための公園づくり

 子どもが遊べる場所の整備

 稲荷神社（長瀞地区）へのトイレの設置

 荒浜御狩屋跡地に森林と住民のいこいの公園整備

 吉田西部地区に子どものための公園整備（野球などが出来る広場）

【住環境の向上】緑道の整備 

 復興住宅、アパートに緑（並木道）の整備

 荒浜の港に並木道の整備

道路・交通基盤の

整備 

【幹線道路の整備】 

 国道の整備（右折道路を作ってほしい）（長瀞地区）

【公共交通の整備】 

 さざんか号の週末運行と列車（JR）との接続（行事が土日）

【地域間の連絡強化】 

 岩沼との連絡強化（バス）

 海岸部と山間部の連携、東西避難道路の整備（安全性と利便性の向上）

公共公益機能の 

充実 

（特に亘理） 

【公共ゾーンの整備】 

 公共公益機能拠点の整備 ●

【医療施設・商業施設整備の検討】 

 豊かな自然を生かし、自然を学べる専門学校を誘致（若い人の定住につ

なげる）

 病院、診察所の設置

 吉田地区へのスーパーの整備（イチゴ産地なので）

まちづくりの 

体制づくり 

【協働体制の構築】 

◎

 まちづくり基本条例の理解（活用）、普及と徹底

 協働のまちづくり構成員の増加、地域住民の参加促進

 ボランティア活動・NPO 活動の充実と連携強化

 指定管理制度による管理の推進

【まちづくり協議会活動の確立】 

 まちづくり協議会の立場の確立（立ち位置が不明確、行政や議会との関

係は？）

 まちづくり協議会への予算の配分（財源確保が必要）

 まちづくり協議会活動を確立するためのトレーニングの実施

 事務局スタッフの長期雇用制度（年度ごとの雇用制度をやめる）

 オープンな組織に（いろいろな人の参加と自由な意見交換）

 吉田西部地区へのまちづくり事務所の新築

※ …他の部会と重複している内容

【方針を打出しにくいテーマ】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

都市計画 
【    】 

 ハード事業の促進（町に要望）

上下水道 
【    】 

 早期完成をめざす（町へ要望し、早期完成をめざす）

【他の専門部会との調整が必要な意見・アイディア】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

コミュニティ形成 

【活動の場づくり】 

 学校を中心とした生活の場づくり

 町施設の借出しの簡略化

 地域住民が自由に使える場所づくり（復興支援でも復興住宅内の集会所

を使えない）

【イベントの開催】 

 各種イベントの実施による地域住民の結びつき・絆の強化（実施中）

他の専門部会 

との調整 

 （観光・レジャー？）被災を学ぶ体験学習と高齢者の仕事の支援をする、

「民泊の体験ツアー」

 （交通安全？）通学路の整備充実

 （観光・レジャー？）鳥の海の海洋スポーツを

 （福祉？）高齢者の見守り活動を行う団体の育成

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （道路・交通？）町道側溝の整備

 （道路・交通？）JR 電車本数の増加

 （コミュニティ形成？）近所付き合いの活発化（今は少ない）

 （コミュニティ形成？）各種団体役員希望者増（若い人の参画が必要）

 （コミュニティ形成？）運動会を活用した地域コミュニティの活性化

 （コミュニティ形成？）スポーツを通した地域コミュニティの形成

 （公園？）住宅集中地域への小規模な広場整備（外を眺めながら休む）

 （公園？）身近な広場や公園を整備することで住みやすさの向上

 （公園？）自由に遊ばせるドッグランを公園に導入

 （公園？）多目的な公園として、遊びながら交通ルールも学べるような交

通公園の整備

 （土地利用？）スーパーの整備（子育て、介護にも通じる）

 （都市計画？）葬祭場の整備


